
 

 

 報道関係各位                     ２０１１年２月１５日 

 

 新構造アルミ製３Ｄ制御ボックスを開発  

 アルミフレームによる独自のスケルトン構造で省スペース化、軽量化、低価格化を実現 

 

 

ＦＡ（ファクトリーオートメーション）向けアルミ製機器製品および機械装置の製造、販売会社であるＳＵＳ株式会

社（静岡県静岡市、代表取締役社長：石田保夫 www.sus.co.jp）はこのほど、機械装置等の制御機器を省スペ

ースで効率よく取付・設置できる３Ｄ構造の制御ボックス「Ｃ Ｂｏｘ（コントロールボックス）スケルトンタイプ」を 

開発、２月より受注販売を開始いたしました。 
 

ＳＵＳがこのほど開発した「Ｃ Ｂｏｘスケルトンタイプ」の最大の特長は、当社が強みを持つアルミ押出材を骨組

みとして組み立てた制御盤の立体構造化です。通常、機械装置のコントロール機能が集約された制御ボックス

は、平面上の中板に穴を開けてＤＩＮレールと呼ばれる機器取付具を設置し、ＤＩＮレールの上に機械装置を組

み付けます。ただ、中板には配線ダクトの収納スペースも確保しなければならず、機械装置の種類によっては

制御盤の容積が大きくなり、スペースを必要としていました。 

「Ｃ Ｂｏｘ スケルトンタイプ」は、強度のあるアルミ構造材を新形状ＤＩＮレールとして使用。ＤＩＮレールが骨組み

として自立することで中板を一切必要としない３Ｄ構造の制御盤となりました。中板がないので面倒な穴加工工

程が不要となったほか、空間を配線スペースとして活用できるため、制御盤の大きさが一般的な鉄製の制御ボ

ックスに比べ最大で３０％※小さくなりました。また、制御盤の外装部分にはアルミフレームと透明樹脂パネルを

用いて中身を可視化。鉄製ボックスに比べて最大７０％※の軽量化、同５０％※の低価格化を実現しました。  

商品展開は、外装カバーのない“スタンドタイプ”と外装カバー付きの“ボックスタイプ”の２タイプ。価格はそれ

ぞれ３,８７０円～、８,３３０円～(組み付け、設置費別途)となります。 

※一般的な鉄製制御ボックスと同じスペックを「C Box スケルトンタイプ」で構築した際の自社独自調査による。 

 

ＳＵＳではこれまで制御盤のボックス部分の製造・販売を主に行っておりましたが、より利便性を追求し、コスト

ダウンを図るために、骨組み構造の「Ｃ Ｂｏｘスケルトンタイプ」を開発しました。本製品の発売により、図面作

成、部品調達、制御装置の組み付け、配線まで制御盤の作成一式を引き受ける受注体制をさらに強化し、包

括的な販売・サービス体制を構築します。 

 

【製品写真】  

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

  

   

 

 

 

 

本リリースに関するお問い合わせ先

ＳＵＳ（エスユウエス）株式会社 概要 

 【本 社】 静岡県静岡市清水区尾羽105-1  

 【東京事業所】 東京都中央区日本橋小伝馬町1-7 スクエア日本橋3F 

 【事業内容】 FA（ファクトリーオートメーション）向け機械装置及びユニット機器製品の設計開発・製造・販売。 

           アルミ製住宅および建築用アルミ構造材の設計開発、製造販売。 

       アルミ製オーダーメイド家具及びアルミ建材の製造販売。  

プレスリリース 

Ｃ Ｂｏｘスケルトンタイプ 機械装置を組み込んだ状態 

 SUS本社広報担当：小倉 ／電話 054‐361‐0061／e-mail ： ｋ-ogura@sus.co.jp

mailto:%EF%BD%8B-ogura@sus.co.jp


 

 

製品名： 「Ｃ Ｂｏｘ スケルトンタイプ」  スタンドタイプ／ボックスタイプ 

価格帯： スタンドタイプ：３,８７０円～  ボックスタイプ：８,３３０円～ ［組付・設置費別途］ 

発売日： ２０１１年２月 

 

 

 

 

 

 

 

                                           

 

 

スタンドタイプ（装置内設置タイプ）

外装カバーを省いたスタンドタイプ。 
ボックスタイプ 

樹脂パネル（ペット、ポリカーボネート） 
アルミパネルの 3 種類から選べます。 

［製品概要］ 

 ［製品特長］ 

■業界初の３Ｄ構造                    

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

                             

■従来品に対し、価格は５０％減※、重量は７０％減※、容積は３０％減※   

※一般的な鉄製制御ボックスと同じスペックを「C Box スケルトンタイプ」で構築した際の自社独自調査。 

配線ダクトが不要なため、従来の制御盤と比較して１／２の省スペース化を実現。 

        Ｃ Box             従来品（鉄製） 

重量     約６．０㎏（機器なし）   １８．７㎏（機器なし） 

外形（ｍ）   ０．３×０．５×０．２５    ０．４×０．６×０．２５ 

容積（㎥）   ０．０４        ０．０６ 

価格（箱のみ） \９，２４０           \２１，４８０ 

従来品 Ｃ Ｂｏｘ 

新形状の自立型ＤＩＮレールにより 3Ｄ構造化。 
中板が省かれ、背面に配線スペースができました。

 

 

 

                  

 

                            

 

                                             

                                     
ゅうじＣ ＢｏC Box 従来品 

 

 

■樹脂パネル採用により見える化を実現 

トビラを開けずに機器表示を見ることが可能。 
（ボックスタイプ樹脂パネル） 


